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　図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕

様書（建築工事編）（平成25年版）」（以下「改修標仕」）及び「建築改修工事監理指針（平成25年版）」による。

１．標　準　仕　様

　ただし、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工

事編）（平成25年度版）」及び「建築工事監理指針（平成25年版）」による。

２．特　記　仕　様

１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

　　

３）特記事項に記載の（　　　　　）内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す。

４）特記事項に記載の「　　　　　」内表示番号は、公共建築工事標準仕様書の当該項目、当該図、または当該表を示す。

５）形状寸法の単位は特記なきかぎり、ミリメートルとする。

　　印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・ 建築工事標準詳細図 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

・ 建築構造設計基準及び同解説 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成22年版）

・ 鉄筋コンクリート構造配筋要領 建設大臣官房官庁営繕部監修（平成11年版）

・ 木造建築工事標準仕様書　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

・ 建築改修設計基準及び同解説 建設大臣官房官庁営繕部監修（平成11年版）

すべての設計図書は相互に補完するものとする。 （１．１．１）

ただし、設計図書間に相違がある場合、設計図書の優先順位は、次の（１）から（５）の順番

のとおりとする。

（１）質問回答書（（２）から（５）に対するもの）

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面

（５）公共建築工事標準仕様書（以下「標仕」という。）

請負者は、工事請負額が５００万円以上の工事について、受注時は契約後１０日以内に、登録

内容の変更時は変更があった日から１０日以内に、完成時は完成後１０日以内に、工事実績情

また、（財）日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」の写しを建築都市総務課

契約係に提出しなければならない。

報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、「建設情報実績」を作成し、建築都市総務課契約係の

の確認を受けた後に、（財）日本建設情報総合センターに提出しなければならない。

問い合わせ先　〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-3-11博多駅南ビル8階

（財）日本建設情報総合センター九州地方センター

TEL 092-411-3473 FAX 092-411-3486（１．１．４）

・ 適用しない

施工順序 ※制約なし

工事用車両の駐車場所 ※敷地内

資機材置場 ※敷地内

その他

建築基準法、労働安全衛生法その他関係法令等に定めるところによるほか、建設工事公衆

災害防止対策要綱に従うとともに、「建設工事安全施工技術指針」を参考に、常に工事の安全

に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。 （１．３．７）

・ 適用する

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

章 特　　記　　事　　項項目

　の登録

1．　適用基準等

2．　適用範囲等

3．　工事実績情報

5．　施工条件

6．　施工中の安全確保

7．　発生材の処理

8．　施工中の環境保全等

・ 制約あり（　　　　　　　　　　　　　）

（１．３．５）

（１．３．３）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建　設　副　産　物　の　処　理　に　つ　い　て

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副

産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分

別し指定された場所へ集積すること。

　また、施工区分表に積み込み・運搬・処分までの指示がある工事については、現場内に分

　指定副産物（原則として再資源化施設へ持ち込むもの）

・ がれき類（コンクリート塊）（アスファルト塊）・ 木くず

・ 建設発生土 ・ 汚泥

　指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等については、「リサイクル原則化

ルール（平成１８年６月１２日策定）」により実施する。

　その他の副産物

・ ガラス、陶磁器くず

・ 繊維くず

　特別管理産業廃棄物

・廃石綿等

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（環境省大気保全局）」及び、

「石綿障害予防規則（平成17年7月1日施行）」に従い、収集・運搬・処分を行う。

・廃ＰＣＢ等

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推

進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適正に保管でき

るようにして施設管理者に引き渡すこと。

※参考受入場所は現場説明書による

建築基準法、建設リサイクル法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止

法、水質汚濁防止法、廃棄物処理法、土壌汚染対策法、資源有効利用促進法その他関係

法令等に定めるところによるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、工事の施工の

各段階において、騒音、振動、防塵、臭気、大気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよ

う周辺環境の保全に努める。

・廃プラスチック

・金属くず

・ 廃石こうボード

別保管場所を設置するとともに、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律、建設廃棄物処理方針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正

処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

副産物管理マニュアル（平成１８年６月１２日付国営環第４号）」による。

　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を、工事

竣工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出すること。

　「建設工事に係る資材の再資源化に関する法律（平成１２年５月３１日法律第１０４号）」

に規定されている事項について、建築工事における対応については、「建築工事における建設

　建設汚泥については、「建設汚泥の再生利用に関するガイドライン（平成１８年６月１２日

事務次官通知）」に従い、建設汚泥の再生利用を推進する。

（１．３．１１）

（１．３．８）

排　出　ガ　ス　対　策　型　建　設　機　械

　「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機器を使用すること。

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。

ただし、同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。

　福岡県認定リサイクル製品の使用については、「福岡県認定リサイクル製品（建設資材）

建築都市部利用の手引き」によることとし、使用製品名及び使用部位については、現場説

（１．４．１）

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て

　・使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に

　配慮する。

　・工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

「改修標仕」に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定方法による。

11．　施工数量調査 調査項目 調査範囲 調査方法 報告書・数量書

※２部

※２部

※２部

※２部

※既存部分の破壊を行った場合の補修方法は図面図示による。

12．技能士

適用工事

工事種別 技能検定職種 備考

・ 鉄筋工事 鉄筋施工

・ コンクリート工事 型枠施工

・ 木工事 建築大工

・ 左官工事 左官

・ 塗装工事 塗装

・ 屋根及び樋工事 建築板金

・ 内装工事 内装仕上げ施工

・ 内装工事 表装

・ 金属工事 内装仕上げ施工（鋼製下地）

・ 植栽工事 造園 請負額３００万以上

13．　揮発性有機化合物 指示した室のホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省

　　　の室内濃度の測定 が定める指針値以下であることを確認し、報告すること。 （１．６．９）

測定する部屋

※現場説明書による ・ 図面図示による

測定方法

ホルムアルデヒド ※パッシブ型採取機器

トルエン・キシレン類 ※パッシブ型採取機器

14．　学校施設における

　　　ＶＯＣ等の測定 （１．６．９）

監督員の指示による。（行橋市の提出形式）

※マイクロフィルム及びデジタル変換データは県仕様とすること。

「改修標仕」１．８．３の他、下記について必要事項を記入のうえ監督員に提出する。

建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き」（（財）建築保全

センター発行）

提出部数 ※２部 ・ （　　　）部 （１．８．３）

17．　設計GL ※図示による ・ 現状地盤の平均高さとし、監督員の指示による。

工事中、取合部その他本工事以外の部分に汚損が生じた場合は原形に復する。

※施工区分表による

　　　 取合い ・ 施工範囲は下記による

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工図 設備機器の設置、取合いなどの検討のできる施工図を提出して、監督員の

承諾を受ける。

各工事の着工に先立ち、各施工図の基準となる総合図を作成し、監督員の承認を受ける。

総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事業者の情報などすべて盛り

込んだ図面とし、それらの接点の細部調整を行う。

総合図の調整は、建築工事の請負者が行い、設備工事・その他の請負者がそれに協力する。

　箇所及び方法については、監督員の指示による。

区分 分類 規格 部数 原版の大きさ 備　考

※着工前
※カラー ※サービス版 ※１部 24×36以上 監督員の承諾する

・ 又はﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像 撮影者（原版提出不要）

※施工中
※カラー ※サービス版 ※１部 24×37以上 監督員の承諾する

・ 又はﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像 撮影者（原版提出不要）

※完成時

※カラー ※キャビネ版 ※２部 ・ 100×125以上 外観・内部、監督員の

※サービス版 ※２部 ※24×36以上 指示による。監督員の

承諾する専門業者

9．　建築材料等

10．特別な材料の工法

15．　完成図

16．　保全に関する資料

18．　原形復旧

19．　設備工事との

20．　総合図での調整

21．　工事写真等

明書によること。

　（対象機種：バックホウ、ブルドーザ、トラクターショベル（車輪式）、空気圧縮機（可動

　式）、油圧ユニット（油圧ハンマ・アースオーガ油圧式鋼管圧入引抜機・油圧式杭圧入引

　抜機・アースオーガ・オールケーシング掘削機・リバーサーキュレーションドリル・アー

　スドリル・地下連続壁施工機・全回転型オールケーシング掘削機の基礎工事用機械のうち、

　ベースマシンとは別に独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも

　の）、ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ、ホイールクレーン、発電発動機（可動式

　）を搭載したものに限る。

（溶接兼用機を含む））但し、以上はディーゼルエンジン（エンジン出力7.5Kw以上260以下

（外壁改修工事は項目毎）

　・「国による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」により、環境

　負荷の低減できる材料を選定すること。

（１．５．２）（１．５．３）

（１．６．２）

・ 監督員の指示による（　　　ヵ所）

文部科学省「学校環境衛生の基準」（平成１６年２月１０日改訂）により、ホルムアルデヒド

及び揮発性有機化合物の測定を行う。

　備考

竣工後（※２　・ １　）年以内に当該工事範囲に関する経年変化の状況を調査し、報告すること。

23．　その他 建築基準法に基づき定められる風圧区分等の適用工事

・ 風速　（Vo＝　　　　　　　　　　　　）

・ 地表面粗度区分　（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

内部足場 ※脚立、足場板等 ・ （　　　　　　　　　　　　　　　） （２．２．１）

外部足場 ※A種 ・ B種　　・ C種　　・ D種 〔表２．２．１〕

防護シートによる養生 ※行う ・ 行わない

材料、撤去材等の運搬 ・ A種 ※B種　　・ C種　　・ D種 〔表２．２．２〕

既存部分の養生 ※ビニールシート等 （２．３．１）

固定家具の養生 ・行わない

既存家具の養生 ※ビニールシート等

仮設間仕切等の種別 （２．３．２）（表２．３．１）

種別

・A種 厚さ　　　ｍｍ ※　無し

・ 木下地 ・片面

・C種 単管下地

※木製扉 ※合板張り程度 ※　無し

・ 鋼製扉 ・（　　　　　　　　　　）程度 ・片面

4．　監督員事務所 ※設ける　 ・ 設けない （２．４．１）

※構内に新設する。（　　　　　㎡程度）

・既存建物内の一部を使用する。

備品については、監督員の指示による。

構内既存の施設 ・ 利用できる（※有償　　・ 無償） ※利用できない

構内既存の施設 ・ 利用できる（※有償　　・ 無償） ※利用できない

※要する　　　　　　　・要しない

仮囲い等 ・ 設けない ※設ける

設置方法

・ロープ張り ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

ゲート ・ パネル（Ｗ＝　　　　ｍ）

・ ハンガー（Ｗ＝　　　　ｍ）

垂直防護施設 ・ メッシュシート・ 防炎シート ・ 枠付き金網

・ 防音シート ・ アルミ防音パネル ・ （　　　　　　　　　　）

水平防護施設 ・ 防護柵（朝顔）

防護施設等取付足場

・ 単管一本足場・ 枠組本足場（Ｗ＝　　　　ｍ）・（　　　　　　　　　　）

設置範囲 ※図示による ・ 監督員の指示による

設置期間 ※工事期間中 ・ 監督員の指示による

9．　構台 養生構台 ・ 設置する（図示による） ・ 設置しない

乗入れ構台 ・ 設置する（幅員　　　　　ｍ、長さ　　　　　ｍ）

監督員の指示による

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

交通誘導員 ・ 配置する（　　　　名以上）

防水改修方法の種類及び行程については「改修標仕」表３．１．１による。 〔表３．１．１〕

　　　及び行程

シーリング改修工法の種類及び行程については「改修標仕」表３．１．２による。

2．　アスファルト防水 粘着層付改質アスファルトルーフィングの種別及び厚さ （３．３．２）

種別 ※　非露出複層防水層R種 厚さ ※（　　　　　　mm）

・　（　　　　　　　　　　　　　　　）・ （　　　　　　mm）

改質アスファルトルーフィングシート

種別 ※　露出単層防水用R種 厚さ ※（　　　　　　mm）

・　（　　　　　　　　　　　　　　　）・ （　　　　　　mm）

押え金物の材質及び形状寸法

屋根保護防水断熱工法の断熱材及び厚さ

・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材の材質及び厚さ

絶縁用シートに使用する材料

屋根保護防水工法の場合　　

屋根保護防水断熱工法の場合　　

　※ポリプロピレン、ポリエチレン等を平織りしたフラットヤーンクロス（70g/㎡程度）

保護コンクリート

設計基準強度　　　※18N/mm2　　　　　・（　　　　　N/mm2）

スランプ　　※15㎝又は18㎝　　　・（　　　　　㎝）

防水立上がり部の保護材

　・ 乾式保護材 ※ 押出成形セメント板　厚さ　（　　　　　mm）

　・ 防水層保護れんが 　・ （　　　　　　　　　　　　）

施工箇所 改修工法種別 新規防水層種別 備考

・ P1B

・ P1BI　　・ T1BI

・ P2AI

・ P2A

・ M4C

・ M3D　　・ P0D

・ P1E　　 ・P2E

立上り部の保護の適用　　　　・　適用有り　　　　・　適用無し　 （３．３．５）

22．竣工後の調査

1．　足場その他

2．　養生

3．　仮設間仕切

・B種

・軽量鉄骨 ・合板（・9.0　・12.0）

5．　工事用水

6．　工事用電力

7．　総合仮設計画書

8．　危険防止

・ シート（Ｗ＝4.5ｍ）

10．　工事表示板等

11．　工事車両の出入口

1．　改修方法の種類

※ 成形鋼板（Ｈ＝　2.0ｍ）　

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

　足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」について」（厚生労働省　基発

　第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい

　安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場

　の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の

　（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

・石こうボード（※9.5・　　　）

防湿シート

塗装充てん材　仕上材　（厚さ　　　ｍｍ）下地

仮設扉

・ 配置しない

・ 設置しない

・ 亜鉛引鉄板（Ｈ＝　　　　ｍ） ・ シート張り

厚さ　※ ２５　・ （　　　）※ JIS A 9511　押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板３種ｂのスキン層付き

※ルーフィング類製造所の仕様　　・　材質（　　　　　　　　　　　）　厚さ（　　　　　）

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　　・ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　　　・　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　 ・ （　　　　　　　　）

防水層の押さえ

〔表３．３．３～表３．３．１０〕

※ JIS R 1250（普通れんが）

・P0DI ・M3DI ・M4DI

※　B-2　 ・ B-1　　

※　BI-2　・BI-1

※　AI-2　・AI-1

※　A-2　 ・A-1

※　C-2　 ・C-1

※　D-2　 ・D-1

※　DI-2　・DI-1

※　E-2　 ・ E-1

3．　改質アスファルト 改質アスファルトシートの種類及び厚さ （３．４．２）

　　　シート防水

施工箇所 改修工法種別 新規防水層種別 備考

・ M4AS

・ M3AS　　・P0AS

・ ASI-1　・ ASI-2

4．　合成高分子系ルー ルーフィングシートの種類　　 （３．５．２）

　　　フィングシート防水 ルーフィングシートの厚さ

・ S－F１ ※ 1.2　　・ （　　　　　）

・ S－M１ ※ 1.5　　・ （　　　　　）

・ S－M３ ※ 1.2　　・ （　　　　　）

〔表３．５．１〕

施工箇所 改修工法種別 新規防水層種別

・ S－M１　　・ S－M２　　 ・ S－M３

・ SI－M１　　・ SI－M２　　 ・ SI－M３

5．　塗膜防水 （３．６．３）〔表３．６．１〕

施工箇所 改修工法種別 新規防水層種別

　・　P0X 　※　X-1 　※　カラー　　・　シルバー

　・　L4X 　※　X-2 　※　カラー　　・　シルバー

脱気装置 ※図面図示による ・ 種類（　　　　　）・ 設置数量（　　　　　）

「改修標仕」表３．７．１による。 〔表３．７．１〕

接着性試験 ※ 簡易接着性試験 （３．７．８）

・ 引張接着性試験（部位　　　　　　　）

7．　とい といの材種等　　　　・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（３．８．２）

防露材のホルムアルデヒド放散量 ※　F☆☆☆☆のもの　　　・（　　　　　　　　　　　　）

鋼管製といの防露巻きは「改修標仕」表３．８．５による。 （３．８．３）

8．アルミニウム製笠木 部材の種類 ・ 250形 ・ 300形 ・ 350形 ・ （　　　　　　　） （３．９．２）

表面処理 ※ Ａ－１種又はＢ－１種 ・ （　　　　　　　）

棟上避雷導体システム ※ 無 ・ 有

9．　施工 次表のとおりとする。

（１）延べ面積が５００㎡以上の建築物 　防水施工業者は、建設業法第３条の許可（防

（２）特殊な用途等に係る建築物で、高度な水工事業）を受けている者で、（社）福岡県防水

　　防水技術を要するものと監督員が承諾工事業協会会員又は、これと同等以上の施工責

　　する場合 任が認められる者から選ぶこと。

（３）　（１）、（２）以外の場合 　防水施工工事業者は、建設業法第３条の許可

（防水工事業）を受けている者から選ぶこと。

10．　保証年限 防水保証年限は、引渡の日から次表のとおりとする。

保証については防水工事業者が、（社）福岡県防水工事業協会会員の場合は、「請負業者」

「防水工事業者」「（社）福岡県防水工事協会」の連盟保証とする。

防水の種類

10

7

11．　その他の防水 施工箇所

屋根

　図面名称

・　AS-1

※　下層用：非露出複層防水用R種／上層用：露出複層防水用R種

厚さ　（下層用　　　　　mm／上層用　　　　　mm）

・　AS-2、AS-3、AS-5、AS-6

※　露出単層防水用R種

・　（　　　　　　　　　　　　　）

厚さ　　（　　　　　mm）

・　AS-4

厚さ　（下層用　　　　　mm／上層用　　　　　mm）

・　ASI-1

※　下層用：非露出複層防水用R種粘着層付シート（厚さ2mm以上）／上層用：露出単層防水用R種

厚さ　（下層用　　　　　mm／上層用　　　　　mm）

・　ASI-2

※　下層用：非露出複層防水用R種粘着層付シート／上層用：露出単層防水用R種粘着層付シート

厚さ　（下層用　　　　　mm／上層用　　　　　mm）

露出防水断熱工法に用いる断熱材の材質及び厚さ

材質

厚さ　　（　　　　　mm）

〔表３．４．１～表３．４．３〕

6．　シーリング

　尺度 　図面番号

　日付

※　下層用：非露出複層防水用R種粘着層付〔部分接着型〕シート／上層用：露出複層防水用R種

・　（下層用：　　　　　　　　　　　　　　　　／上層用：　　　　　　　　　　　　　　　）

・　（下層用：　　　　　　　　　　　　　　　／上層用　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　（下層用：　　　　　　　　　　　　　　／上層用：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　（下層用：　　　　　　　　　　　　　　　／上層用：　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　改質アスファルトシート製造所の仕様　・ （　　　　 　 　　　　　　　　　）

・ AS-1 ・ AS-2 ・ AS-3

・ AS-4 ・ AS-5 ・ AS-6

・ M3ASI・ M4ASI・ P0ASI

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 2.0　　・ （　　　　　）・ S－F２

※ 1.5　　・ （　　　　　）・ S－M２

　・ P0S　・ P0SI

　・ S4S　・ S4SI

・ S－F１　 ・ S－F２　　・ S－F１　・ S－F２

・ S－F1 ・ S－F2 ・ S－M1 ・ S－M2 ・ S－M3

・ SI－F1 ・ SI－F2 ・ SI－M1 ・ SI－M2 ・ SI－M3

・　SI工法の場合の断熱材　　種類（　　　　　　 　　　　）　　　厚さ（　　　　　　　　　）　　

仕上げ塗料塗り

保証年限（年）

・モノクロ

・モノクロ

・モノクロ

A - 0 1

・ ダブルネット

・（　　　　　　　）

・行う（図示）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

１．工事名称　　椿市小学校防水改修工事

２．工事場所　　行橋市長尾530番地

３．工事概要は別紙（仕上表）による。

４．別途工事

５．その他

　　印と　※印のついた場合は、共に適用する。

２）特記事項は　○印のついたものを適用する。

工事名称

施工者にて確保

施工者にて確保

竣工図

施工図

工作図

種別・工法 保証年限(年)

屋根 立上り他

椿市小学校防水改修工事

(事 )2- 20196号

代 表 取 締 役 　 龍 田 光 吉

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

有 限 会 社 　 龍 田 建 築 設 計 事 務 所

(建 )2- 9772号福岡県行橋市大野井1001-1

4．　電気保安技術者

学校行事等

・ 混合廃棄物

　・ M3S　・ S3S

　・ M4S　・ M4SI屋上平場

屋上立上り、側溝

アスファルト防水（A-1,2、Al-1,2,3、B-1,2,3、Bl-1,2,3、D-1,2,3,4、Dl-1,2）、

改質アスファルト防水（AS-T1,2,3,4、AS-J1,2、ASI-T1、ASI-J1）、

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1,F2:ｼｰﾄ(ｱ)2.0mm及び1.5mm、

S-M1,2,3、SI-F1,2、SI-M1,2）、塗膜防水（X-1、Y-1）、塗膜防水（X-2、Y-2）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1:ｼｰﾄ(ｱ)1.2mm)

〔表３．１．２〕
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コンテナサービス

椿市農協

椿市公民館

配置図兼仮設計画図　S=1/300

イ

ロ

ハ

担 当
椿 市 小 学 校 防 水 改 修 工 事

附 近 見 取 図 ・ 配 置 図図 面 名

工 事 名

製 図 年 月 日 H.28年 8月 図 面 Ｎ o　 A-02

(事 )2-20196号

代表取締役 龍 田 光 吉

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

龍 田 建 築 設 計 事 務 所有限会社

(建 )2-9772号福岡県行橋市大野井1001-1

アスファルト防水撤去後の雨養生は施工者の責任において行うこと。

椿市小学校

SC 1/300

外部足場については、同時期発注工事（外壁改修工事）の足場を利用すること。

上記について、外壁改修工事受注業者と密に調整を行うこと。
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H.28年 5月

椿 市 小 学 校 防 水 改 修 工 事

2階 改 修 前 後 平 面 図

担 当

図 面 Ｎ o　 A- 03

SC 1/200
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有限会社 龍 田 建 築 設 計 事 務 所

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

龍 田 光 吉代表取締役

(事 )2-20196号
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目地は樹脂ﾓﾙﾀﾙ詰めの上 塗膜防水 X-1

施工区分

既存のまま

施工区分

既存のまま

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ 撤去
ﾀｲﾙ撤去部分ﾓﾙﾀﾙ補修

X-2 防滑仕様

凡例

基礎廻りは切断して防水層を撤去 入隅処理ﾓﾙﾀﾙ

冷媒管撤去復旧冷媒管撤去復旧

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え

ﾀｲﾙ見切り ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え(PU-2)

ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え
（PU-2）

ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え
（PU-2）

笠木 塗膜防水 X-2

1350×750
1350×750

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ 縦型 100φ 6ヶ所 撤去

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄのｼｰﾘﾝｸﾞは全て撤去 改修ﾄﾞﾚﾝ 縦型 100φ 6ヶ所 取替

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄのｼｰﾘﾝｸﾞ打替えはPU-2とする。

塗膜防水は X-1・X-2共 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系とする。

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ Φ100 縦引 撤去

改修ﾄﾞﾚﾝ Φ100 縦引

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 （既存のまま）

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 （既存のまま）

SM-2 SF-2

SF-2 SM-2

笠木 塗膜防水 X-2

SF-2SM-2

笠木 塗膜防水 X-2

脱気装置　1ヶ所

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SF-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SM-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SF-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SM-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SM-2

塗膜防水 X-2

塗膜防水 X-2



備 考

H.28年 5月

椿 市 小 学 校 防 水 改 修 工 事

3階 改 修 前 後 平 面 図

担 当

図 面 Ｎ o　 A- 04

SC 1/200

製 図 年 月 日

図 面 名

工 事 名福岡県行橋市大野井1001-1 (建 )2-9772号

有限会社 龍 田 建 築 設 計 事 務 所

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

龍 田 光 吉代表取締役

(事 )2-20196号

(6年) (5年) (4年)

ベランダ図書室

非常用進入口

屋外階段

洗面室

準備室

音楽室

男子便所

女子便所

配膳室

ベランダ

普通教室 普通教室 普通教室

DN

DN

廊下廊下

階段室

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 131 2

8,0008,000

47,950

8,000 8,000

3,500

12,000

3,0005,500

3,950

4,0004,0004,000 4,0004,0004,0004,0004,000

C

D

A

B

G

E

4,
6
00

36
5

4,
96

5

1
8,

66
5

4
,0

00
7
,6
0
0

2,
1
00

13121110987654321

8,000 27,950

9,000

12,000

3,000

5,5003,500

3,9504,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

防水モルタル(ｱ)30 清掃

2
,0

30

H

C

E

A

1
,0

3
0

2
2,

7
00

9,
0
00

4,
70

0
9
,0

00

S = 1 : 2 0 0

改 修 前 3階 平 面 図

改 修 前 改 修 後

ロ ロ

改 修 後 3階 平 面 図

S = 1 : 2 0 0

9
,0

00
4,

70
0

9,
0
00

2
2,

7
00

1
,0

3
0

A

E

C

H

2
,0

30

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 3,950

3,500 5,500

3,000

12,000

9,000

27,9508,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

2,
1
00

7
,6
0
0

4
,0

00

1
8,

66
5

4,
96

5

36
5

4,
6
00

E

G

B

A

D

C

4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000

3,950

5,500 3,000

12,000

3,500

8,0008,000

47,950

8,000 8,000

21 131211109876543

階段室

廊下 廊下

DN

DN

普通教室普通教室普通教室

ベランダ

配膳室

女子便所

男子便所

音楽室

準備室

洗面室

屋外階段

非常用進入口

図書室 ベランダ

(4年)(5年)(6年)

塗膜防水 X-2



備 考

H.28年 5月

椿 市 小 学 校 防 水 改 修 工 事

R階 改 修 前 後 平 面 図

担 当

図 面 Ｎ o　 A- 05

SC 1/200

製 図 年 月 日

図 面 名

工 事 名福岡県行橋市大野井1001-1 (建 )2-9772号

有限会社 龍 田 建 築 設 計 事 務 所

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

龍 田 光 吉代表取締役

(事 )2-20196号

ｱﾝﾃﾅ基礎

高架水槽基礎

屋上ﾏﾝﾎｰﾙ

PS

PS PS PS

4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000

3,950 12,00024,0008,000

47,950

21 131211109876543

2,
1
00

7,
60

0
4,

00
0

18
,6

65

4,
9
65

E

G

B

A

D

C

9,
00

0
4,

70
0

9,
0
00

22
,7

00

A

E

C

H

2,
0
30

7,
06

5

1
,3

00
1
,3

00
1,

30
0

1,
3
00

1
,3

00

1,300

S = 1 : 2 0 0

改 修 前 R階 平 面 図

イ

ロ

改 修 後 R階 平 面 図

S = 1 : 2 0 0

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分注入工法（狭幅部）

ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え

ロ

イ

1,300

1
,3

00

1,
3
00

1,
30

0
1
,3

00
1
,3

00

7,
06

5

2,
0
30

H

C

E

A

22
,7

00

9,
0
00

4,
70

0
9,

00
0

C

D

A

B

G

E

4,
9
65

18
,6

65

4,
00

0
7,

60
0

2,
1
00

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 131 2

47,950

8,000 24,000 12,0003,950

4,0004,0004,000 4,0004,0004,0004,0004,000

PSPSPS

PS

屋上ﾏﾝﾎｰﾙ

高架水槽基礎

ｱﾝﾃﾅ基礎

笠木 塗膜防水 X-2

①

②

⑤

③
④

⑤ ①

④
③

②

笠木 防水ﾓﾙﾀﾙ(既存のまま)

笠木 ﾓﾙﾀﾙ 撤去

枠･蓋共撤去新設(ｽﾃﾝﾚｽ)

笠木 ﾓﾙﾀﾙ塗り 塗膜防水 X-2

凡例

笠木 ﾓﾙﾀﾙ 撤去部分

笠木 ﾓﾙﾀﾙ下地 塗膜防水 X-2

凡例

塗膜防水は X-1・X-2共 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系とする。

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄのｼｰﾘﾝｸﾞ打替えはPU-2とする。
ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄのｼｰﾘﾝｸﾞは全て撤去

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ 縦型 100φ 17ヶ所・横型100Φ 1ヶ所撤去
改修ﾄﾞﾚﾝ 縦型 100φ 17ヶ所・横型100Φ 1ヶ所取替

改修ﾄﾞﾚﾝ Φ100 縦引

改修ﾄﾞﾚﾝ Φ100 縦引

改修ﾄﾞﾚﾝ Φ100 横引

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水（既存のまま）

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水（既存のまま）

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ Φ100 縦引 撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ Φ100 横引 撤去

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ Φ100 縦引 撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-F2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

改 修 前 改 修 後

1,120

150×1.360

2,700

9
7
0 8
2
0

3,820
700

1.060×4.060

120 120

530×700

1
20

120

1
20

120

3
0
0

7
0
0

15
0

3,700

1,000

1
5
0

4
1
0

6
2
0

1,120

120

12
0

1,000

120

1,160

120920120

1
20

1
20

92
0

1
,1

6
0

1
5
0

3
0
0

120400120

12
0

4
00

12
0

6
40

640

120

640

1
5
0

3
0
0

防水ﾓﾙﾀﾙ

高架水槽基礎　　　1/30PS立上り　　　1/30

ｱﾝﾃﾅ基礎　　　1/30PS立上り　　　1/30

屋上ﾏﾝﾎｰﾙ

① ②

④ ⑤

③

1,000

3,700

15
0

7
0
0

5
0

1,
4
5
0

3
0
0

120

1
20

120

1
20

530×700

120

1.060×4.060

700
3,820

8
2
0

9
7
0

2,700

150×1.360

1,120

② 高架水槽基礎　　　1/30① PS立上り　　　1/30

3
0
0

1
5
0

640

120

③ 屋上ﾏﾝﾎｰﾙ　　　1/30

⑤④ PS立上り　　　1/30 ｱﾝﾃﾅ基礎　　　1/30

3
0
0

1
5
0

1
,1

6
0

92
0

1
20

1
20

120 920 120

1,160

1
5
0

1
5
0

3
0
0

23
0

500

890×840

300350

9
0

9
0

350 300

890×840

500

1,010×1,080

890

740×1.120

410150

120

5
0

6
0
0

3
0
0既存のまま

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
押え金物共

防水ﾓﾙﾀﾙ

1,
4
5
0

5
0

防水ﾓﾙﾀﾙ

既存のまま

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

押え金物共

防水ﾓﾙﾀﾙ

既存ﾏﾝﾎｰﾙ 撤去

既存のまま

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

押え金物共

23
0

3
0
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
押え金物共

既存のまま

防水ﾓﾙﾀﾙ

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

押え金物共

既存のまま

塗膜防水 X-2

塗膜防水X-2

640

6
40

12
0

4
00

12
0

120 400 120

高圧洗浄後、塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-F2
高圧洗浄後下地調整の上、

入り隅金物

押え金物

高圧洗浄後、塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-F2
高圧洗浄後下地調整の上、

押え金物

入り隅金物

ﾏﾝﾎｰﾙ 新設(ｽﾃﾝﾚｽ製) 鍵付

塗膜防水 X-2

高圧洗浄後、塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-F2
高圧洗浄後下地調整の上、

押え金物

120

塗膜防水 X-2

押え金物

高圧洗浄後、塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-F2
高圧洗浄後下地調整の上、

1,000

12
0

120

1,120

6
2
0

4
1
0

1
5
0

150 410

740×1,120

220

塗膜防水 X-2

120

30
0

1
50

押え金物

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-F2

高圧洗浄後、塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 S-M2

高圧洗浄後下地調整の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SF-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SF-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SF-2
SM-2

SF-2

SM-2

SF-2

SM-2

SF-2

SM-2

SF-2

SM-2

SF-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SF-2

入り隅金物

入り隅金物

入り隅金物
入り隅金物



備 考

H.28年 5月

椿 市 小 学 校 防 水 改 修 工 事
担 当

図 面 Ｎ o　 A- 06

SC 1/30

製 図 年 月 日

図 面 名

工 事 名

7,6001,300

B D

R FL

3 FL

2 FL

12
,1

50

3,
80

0
3,

85
0

3,
85

0
65

0
48

0

普通教室

普通教室

職員室

福岡県行橋市大野井1001-1 (建 )2-9772号

有限会社 龍 田 建 築 設 計 事 務 所

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

龍 田 光 吉代表取締役

(事 )2-20196号

防水ﾓﾙﾀﾙ塗り 撤去

改 修 前 改 修 後

改 修 前 断 面 図

S = 1 : 3 0

イ

イ　 　 改 修 前 後 断 面 図

イ

S = 1 : 3 0

改 修 後 断 面 図

職員室

普通教室

普通教室

48
0

65
0

3,
85

0
3,

85
0

3,
80

0

12
,1

50

G L

1 F L

2 FL

3 FL

R FL

DB

1,300 7,600

ﾓﾙﾀﾙ塗り 塗膜防水 X-2(ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系)

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ Φ100縦引 撤去

防水押え撤去

310

15
0

1F L

G L

SM-2SF-2

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SM-1
金物

改修ﾄﾞﾚﾝ Φ100縦引 取替
押え金物

高圧洗浄後下地調整の上、

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水 SF-2

撤去 既存のまま(ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水)



外
壁

改
修

工
事

備 考

H.28年 5月

椿 市 小 学 校 防 水 改 修 工 事
担 当

図 面 Ｎ o　 A- 07

SC 1/30

製 図 年 月 日

図 面 名

工 事 名福岡県行橋市大野井1001-1 (建 )2-9772号

有限会社 龍 田 建 築 設 計 事 務 所

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

龍 田 光 吉代表取締役

(事 )2-20196号

防水モルタル塗り(既存のまま）

R FL

3 FL

2 FL

GL

12
,1

50

3,
80

0
3,

85
0

4,
50

0
56

0

22,700 2,030

HA

図書室

家庭科準備室

児童クラブ

改 修 前 改 修 後

改 修 前 断 面 図

S = 1 : 3 0

ロ ロ

S = 1 : 3 0

改 修 後 断 面 図

児童クラブ

家庭科準備室

図書室

A H

2,03022,700

56
0

4,
50

0
3,

85
0

3,
80

0

12
,1

50

GL

2 FL

3 FL

R FL

ロ　 　 改 修 前 後 断 面 図

浮き部分はｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分注入工法（狭幅部）
塗膜防水 X-2(ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系)

310

1
50

アスファルト防水層
シンダーコンクリート

防水モルタル(ｱ)30

押え金物　撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 既存のまま ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 撤去

溶着金物

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水　S-M2

押え金物

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水　S-F2

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄあご下まで

高圧洗浄後、塗膜防水 X-2

アスファルト防水層

防水モルタル(ｱ)30

シンダーコンクリート

高圧洗浄後、塗膜防水 X-2

外
壁

改
修

工
事

外
壁

改
修

工
事



備 考

H.28年 5月

椿 市 小 学 校 防 水 改 修 工 事
担 当

図 面 Ｎ o　 A- 08

SC 1/30

製 図 年 月 日

図 面 名

工 事 名福岡県行橋市大野井1001-1 (建 )2-9772号

有限会社 龍 田 建 築 設 計 事 務 所

TEL 0930(24)4772　FAX (24)1411

龍 田 光 吉代表取締役

(事 )2-20196号

コンピューター教室

65
0

3,
80

0

GL

1 FL

31

8,000

85
0

5,
30

0

改 修 前 改 修 後

防水モルタル(ｱ)30 清掃

改 修 前 断 面 図

S = 1 : 3 0

ハ ハ

S = 1 : 3 0

改 修 後 断 面 図

5,
30

0

85
0

8,000

1 3

1 FL

GL

3,
80

0
65

0

コンピューター教室

ハ　 　 改 修 前 後 断 面 図

現況下地の上 塗膜防水 X-1

伸縮目地撤去部分 樹脂ﾓﾙﾀﾙ詰め

塗膜防水 X-2

4
0
0

1
50

1
7
0

200260

伸縮目地 撤去


